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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 2,914 24.7 462 12.7 465 14.6 320 14.9 

29年３月期第２四半期 2,337 20.3 410 6.9 406 6.1 278 9.7 
 
（注）包括利益 30年３月期第２四半期 321 百万円 （12.7％）   29年３月期第２四半期 285 百万円 （13.2％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第２四半期 14.14 － 

29年３月期第２四半期 12.31 － 
（注）１．当社は、平成28年10月１日付で１株につき２株の株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。 
   ２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 3,998 3,156 78.9 

29年３月期 3,821 2,923 76.5 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 3,156 百万円   29年３月期 2,923 百万円 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 0.00 － 3.90 3.90 

30年３月期 － 0.00       

30年３月期（予想）     － 5.55 5.55 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 6,050 22.7 1,172 20.2 1,176 20.9 837 14.4 36.95 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：有 

④  修正再表示                                  ：無 

  （注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (4)四半期連結財務諸表に関する注記事

項」をご覧ください。 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 22,652,000 株 29年３月期 22,652,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 95 株 29年３月期 64 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 22,651,914 株 29年３月期２Ｑ 22,651,986 株 

（注）当社は、平成28年10月１日付で１株につき２株の株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。

 

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法） 

  当社は、平成29年11月20日にアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する説明資料について

は、TDnetで決算短信と同時に開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載いたします。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善に伴いゆるやかな回復が継続しております。 

  当社グループがクラウド事業及びIT人材事業を展開する情報通信サービス市場におきましては、労働需給のひっ

迫や、政府の提唱する働き方改革を背景として、ITを活用した業務効率化ニーズが高まっております。また、企業

のクラウドサービスの利用ニーズも拡大しており、引き続き市場が拡大しております。 

  このような経営環境の中、当社グループは「IT技術で中小企業を強くします！」をミッションに掲げ、企業の業

務効率化に貢献する複数のクラウドサービスを提供しております。また、経営方針に「高収益な複数サービスが生

み出すキャッシュを成長サービスに集中投下」を掲げ、成長加速を実現するための投資を強化してまいりました。 

  具体的には、当社の成長を牽引しているクラウド経費精算システム「楽楽精算」の導入社数の増加による売上高

の拡大を目指し、開発力強化とサポート体制の充実に加え、首都圏及び関西圏で「楽楽精算」のTVCMを実施する

等、営業及びマーケティング強化のために積極的な投資を行いました。また、主力サービスである「メールディー

ラー」をはじめとしたクラウド事業の主要サービスについては、安定的な売上高成長と利益貢献を目的とした拡販

活動に注力してまいりました。 

  以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,914,278千円（前年同四半期比24.7％増）、営業利益は

462,046千円（前年同四半期比12.7％増）、経常利益は465,603千円（前年同四半期比14.6％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は320,230千円（前年同四半期比14.9％増）となりました。 

 

  セグメント別の業績は次のとおりであります。

①クラウド事業 

  クラウド事業は、高成長が持続しているクラウド経費精算システム「楽楽精算」への営業及びマーケティング強

化を目的とした積極的な投資を行いました。また、販売代理店の開拓や販売支援の強化にも取り組み、導入社数が

増加し売上高が拡大しました。更に、「楽楽精算」以外の主要サービスについても安定的な成長が持続しておりま

す。以上の結果、売上高は2,131,139千円（前年同四半期比30.0％増）、セグメント利益は417,403千円（前年同四

半期比24.9％増）となりました。

 

②IT人材事業

   IT人材事業は、顧客企業側での慢性的なITエンジニア不足を背景に、稼働人員数が増加し売上高が拡大しまし

たが、東京本社の移転に伴い賃料負担が増加しました。以上の結果、売上高は783,138千円（前年同四半期比

12.2％増）、セグメント利益は44,643千円（前年同四半期比41.2％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

(資産)

  当第２四半期連結会計期間末における流動資産は3,368,920千円となり、前連結会計年度末に比べて182,391千

円増加いたしました。主な要因は、現金及び預金が89,186千円、売掛金が64,662千円増加したことによるもので

あります。固定資産は629,759千円となり、前連結会計年度末に比べて4,828千円減少いたしました。これは主に

建物及び構築物が75,752千円増加したものの、差入保証金が85,922千円減少したことによるものであります。

  この結果、総資産は3,998,680千円となり、前連結会計年度末に比べ177,562千円増加いたしました。

 

(負債)

  当第２四半期連結会計期間末における流動負債は808,812千円となり、前連結会計年度末に比べて78,601千円

減少いたしました。主な要因は、未払費用が38,452千円増加したものの、未払金が105,078千円減少したことに

よるものであります。固定負債は33,718千円となり、前連結会計年度末に比べて23,314千円増加いたしました。

これは、長期借入金が10,404千円減少したものの、長期未払費用が33,718千円増加したことによるものでありま

す。

  この結果、負債合計は842,530千円となり、前連結会計年度末に比べ55,287千円減少いたしました。

 

(純資産) 

  当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は3,156,150千円となり、前連結会計年度末に比べ232,850千

円増加いたしました。主な要因は、利益剰余金が剰余金の配当により88,342千円減少したものの、親会社株主に

帰属する四半期純利益の計上により320,230千円増加したことによるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ89,186千円増加し、

2,405,753千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は

次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ198,050千円増加し、250,530千円の収入となりまし

た。増加の主な内訳は税金等調整前四半期純利益465,007千円、未払費用の増加38,437千円であり、減少の主な内

訳は法人税等の支払額163,570千円、未払金の減少67,373千円、売上債権の増加58,613千円によるものでありま

す。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ266,663千円増加し、60,949千円の支出となりまし

た。主な要因は、差入保証金の回収による収入78,929千円があったものの、有形固定資産の取得による支出

132,808千円があったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ94,471千円減少し、100,916千円の支出となりまし

た。主な要因は、配当金の支払額88,342千円、長期借入金の返済による支出12,504千円があったことによるもので

あります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  通期の連結業績見通しについては、平成29年５月12日に発表しました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,316,566 2,405,753 

売掛金 719,387 784,050 

商品 2,933 5,299 

仕掛品 - 1,762 

繰延税金資産 83,331 75,220 

その他 72,603 103,518 

貸倒引当金 △8,293 △6,683 

流動資産合計 3,186,529 3,368,920 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 19,912 95,665 

工具、器具及び備品（純額） 83,030 108,983 

建設仮勘定 32,416 － 

有形固定資産合計 135,360 204,648 

無形固定資産    

ソフトウエア 26,248 23,249 

無形固定資産合計 26,248 23,249 

投資その他の資産    

投資有価証券 40,000 40,000 

差入保証金 302,066 216,144 

繰延税金資産 130,041 145,384 

その他 7,154 9,141 

貸倒引当金 △6,282 △8,807 

投資その他の資産合計 472,979 401,861 

固定資産合計 634,588 629,759 

資産合計 3,821,117 3,998,680 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 217 145 

1年内返済予定の長期借入金 25,008 22,908 

未払金 289,089 184,011 

未払費用 164,455 202,907 

未払法人税等 181,880 169,398 

未払消費税等 82,078 55,526 

前受金 119,352 127,885 

その他 25,331 46,028 

流動負債合計 887,413 808,812 

固定負債    

長期借入金 10,404 － 

長期未払費用 － 33,718 

固定負債合計 10,404 33,718 

負債合計 897,817 842,530 

純資産の部    

株主資本    

資本金 378,378 378,378 

資本剰余金 308,028 308,028 

利益剰余金 2,236,580 2,468,467 

自己株式 △73 △143 

株主資本合計 2,922,912 3,154,729 

その他の包括利益累計額    

繰延ヘッジ損益 △886 △213 

為替換算調整勘定 1,274 1,634 

その他の包括利益累計額合計 387 1,420 

純資産合計 2,923,300 3,156,150 

負債純資産合計 3,821,117 3,998,680 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自  平成28年４月１日 

 至  平成28年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自  平成29年４月１日 
 至  平成29年９月30日) 

売上高 2,337,629 2,914,278 

売上原価 876,263 1,076,530 

売上総利益 1,461,365 1,837,747 

販売費及び一般管理費 1,051,313 1,375,700 

営業利益 410,052 462,046 

営業外収益    

受取利息 29 21 

助成金収入 － 4,108 

その他 59 － 

営業外収益合計 88 4,129 

営業外費用    

支払利息 15 57 

為替差損 3,961 515 

その他 9 0 

営業外費用合計 3,986 572 

経常利益 406,154 465,603 

特別損失    

固定資産除却損 74 596 

特別損失合計 74 596 

税金等調整前四半期純利益 406,079 465,007 

法人税、住民税及び事業税 108,671 152,310 

法人税等調整額 18,666 △7,532 

法人税等合計 127,337 144,777 

四半期純利益 278,742 320,230 

親会社株主に帰属する四半期純利益 278,742 320,230 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自  平成28年４月１日 

 至  平成28年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自  平成29年４月１日 
 至  平成29年９月30日) 

四半期純利益 278,742 320,230 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 13,231 － 

繰延ヘッジ損益 △1,881 672 

為替換算調整勘定 △5,064 360 

その他の包括利益合計 6,285 1,033 

四半期包括利益 285,027 321,263 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 285,027 321,263 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自  平成28年４月１日 

 至  平成28年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自  平成29年４月１日 
 至  平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 406,079 465,007 

減価償却費 35,117 32,569 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △977 914 

受取利息 △29 △21 

支払利息 15 57 

為替差損益（△は益） 2,709 △242 

固定資産除却損 74 596 

売上債権の増減額（△は増加） △57,116 △58,613 

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,370 △4,128 

仕入債務の増減額（△は減少） △84 △71 

未払金の増減額（△は減少） △7,121 △67,373 

未払費用の増減額（△は減少） △51,096 38,437 

その他 △28,924 7,004 

小計 305,015 414,137 

利息及び配当金の受取額 29 21 

利息の支払額 △15 △57 

法人税等の支払額 △252,550 △163,570 

営業活動によるキャッシュ・フロー 52,479 250,530 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △36,865 △132,808 

無形固定資産の取得による支出 △7,150 △4,327 

投資有価証券の取得による支出 △183,566 － 

差入保証金の差入による支出 △101,096 △2,742 

差入保証金の回収による収入 1,066 78,929 

投資活動によるキャッシュ・フロー △327,612 △60,949 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 50,000 － 

長期借入金の返済による支出 △2,084 △12,504 

自己株式の取得による支出 △73 △70 

配当金の支払額 △54,288 △88,342 

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,445 △100,916 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,396 522 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △287,975 89,186 

現金及び現金同等物の期首残高 2,047,507 2,316,566 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,759,531 2,405,753 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更及び会計上の見積りの変更） 

  (有形固定資産の減価償却方法の変更・耐用年数の変更) 

  当社は、従来、有形固定資産の減価償却方法について、定率法（ただし、平成28年４月１日以降に取得した

建物及び構築物については定額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更して

おります。 

  この変更は、固定資産の使用状況を検証し、中長期的な設備投資戦略の検討を行ったことによるものです。 

  当社の有形固定資産は使用期間にわたり安定的な稼働が見込まれることから、使用可能期間にわたり均等に

費用配分を行うことが当社の有形固定資産の使用実態をより適切に反映できるとともに、収益と費用の対応の

観点からも、当社の経営成績をより適切に反映できるものと判断し、第１四半期連結会計期間より有形固定資

産の減価償却方法を定率法から定額法へ変更することにいたしました。 

  また、あわせて、第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を、使用方法及び稼働状況等を考慮

した経済的使用可能予測期間に基づく耐用年数に変更しております。なお、これらの変更による当第２四半期

連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成28年４月１日  至  平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 四半期連結 
損益計算書 
計上額   クラウド事業 IT人材事業 計 

売上高        

外部顧客への売上高 1,639,897 697,732 2,337,629 2,337,629 

計 1,639,897 697,732 2,337,629 2,337,629 

セグメント利益 334,120 75,932 410,052 410,052 

  (注) 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成29年４月１日  至  平成29年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 四半期連結 
損益計算書 
計上額   クラウド事業 IT人材事業 計 

売上高        

外部顧客への売上高 2,131,139 783,138 2,914,278 2,914,278 

計 2,131,139 783,138 2,914,278 2,914,278 

セグメント利益 417,403 44,643 462,046 462,046 

  (注) 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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